
 

 

 

【開催レポート】3/12 コレクティブふくおか＋ 実践プログラム⑧  

活動報告会・フォローアップ 

 

 

 

こんにちは！コレクティブふくおか＋事務局です。 

2022 年 3 月 12 日、「コレクティブふくおか＋」の実践プログラム⑧「活動報告会・フォロ

ーアップ」の開催レポートをお送りします。 

 

活動報告会 

前半の活動報告会では、前回のプログラムで各チームが発表したプロジェクトについて、実

際にアクションしたこと等を、他の参加者や一般聴講者に共有し、共感者（仲間）を集めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

持続可能な環境づくりチーム 

海岸に漂着しているゴミ問題の現状を知ったことから、参加者がビーチクリーンをするこ

とで海の現状を知ってもらい、自分事として捉えてもらうこと、また学生同士が大学を超え

たつながりを持ち、一歩を踏み出すきっかけづくりとして 2月 26 日（土）に実施した、海

の中道海浜公園でのビーチクリーンイベントについて発表しました。 

【チームメンバー】ayane、ちーぱる、たーとる、こうけいまる、リンゴ 

 

 

 

中高生の人生設計チーム 

新規学卒就職者の早期離職率が高く、就活生には自己理解に関する悩みが多いことから、学

生のうちに人生設計を明確にし、納得のいく就職活動をしてほしい、就職後にギャップに悩

む人を減らしたいという想いから、2 月 27 日（日）に実施した、中高生対象に自分を知る

ワークショップイベントについて発表しました。 

【チームメンバー】ぞえ、くら、ミウサウルス、つっちー、umi 

 

 



 

 

 

仕事も子育ても大切にできる社会づくりチーム（フリースタイルカフェ） 

人口動態、社会変化や育児交友の"気をつかう"問題、育児コミュニティなど子どもを取り巻

く環境に課題があると考え、つながりを生むリアルな場所、きっかけ作りで支援の輪を広げ

るために、大人も子供も解放するフリースタイルカフェの企画について、その後の活動を発

表しました。 

【メンバー】おがしん 

 

 

 

仕事も子育ても大切にできる社会づくりチーム（ジェンダー平等社会） 

「性別に関係なく、自分が本当に望む選択ができる社会にしていきたい」という思いでこれ

からの日本を担う若い世代に、もっと気軽にジェンダー平等について考えるきっかけが作

りたいと考え、3月 8日（火）に実施した、大学生とのトークセッション（ライブ配信）等

について発表しました。 

【メンバー】ゆうかす 

 

 



 

 

 

身近な文化の発信チーム（歴史絵本） 

子どもたちに自分の育った街「福岡」に興味を持ってもらうために、現在販売されていない

福岡の歴史上の出来事を体験することができる絵本『のったよ！ふくおかタイムスリップ

号』を復刻させるプロジェクトのその後の活動を発表しました。 

【メンバー】エポニーヌ 

 

 

 

フラワーロスチーム 

フラワーロス問題を仕組みから解決しようとしている CAVIN の取り組みを知り、消費者側

の課題として、花を特別な日のみ購入するのではなく、日常的に購入したり、もっと身近な

存在にしたいという想いから、2 月 26 日（土）に実施した、日常づかいとしての「お花」

を買う体験イベント『ポケットフラワー』について発表しました。  

【チームメンバー】Otabana flower、ちえ 

 

 

 



 

 

 

中高生の不登校（精神面）を支えるチーム 

「なぜ、いじめや不登校が起こってしまうのか？」という現状を理解し、少しでも中高生の

不安を解消したいという想いで、子供と年齢の近い自分たちだからこそ、子供の発言の真意

や心情を伝えることができると考え、現状を把握するために保護者の悩みを知り、最も必要

とされていることへのアプローチ方法を検討しています。フリースクールの合同説明会へ

の参加など、その後の活動について発表しました。 

【チームメンバー】あーたんさーたん、南蛮、Shunsuke 

 

 

 

目に見えない障害とユニバーサルデザインチーム（図書館利用について） 

図書館では、支援機器はあるけれど利用されていないこと、障害を持っている当事者の声が

反映されていないことや障害に関する正しい知識や現状が理解されていないことが課題と

捉え、障害のある方の図書館利用を支援し、人と人を図書館で繋げる活動について、その後

の活動を発表しました。 

【メンバー】umi 

 



 

 

 

身近な文化の発信チーム（メキシコ）  

コロナ禍で視野が狭まり、世界の分断が進んでいることを懸念し、外の世界を知ることで、

身近な物事を深く知るきっかけにしたいと考え、普段の生活や身近な文化が実は遠い中南

米と繋がっていることを知ってもらう「メキシコ・ラテンアメリカオンラインツアー」の実

施に向けて、その後の活動を発表しました。 

 【メンバー】OKAWARI KUN 

 

  

 

フードロスチーム 

フードロスやフードバンクの活動についてもっとみんなが知れば、意識が変わりフードロ

スが減るのではと考え、インスタグラムでフードロスの啓蒙活動を行い、その後の活動につ

いて発表しました。 

【チームメンバー】しゅん、Y、おさかな 

 

 

 



 

 

 

子どもの居場所づくりチーム 

何らかの活動をしたいと思っている人たちが、資金面が理由で活動継続が難しい背景を知

り、気軽に相談できる場所やサポートがあると、活動を継続したり、活性化することができ

ると考え、グラントライティング講座を企画中。その後の活動について発表しました。 

【チームメンバー】とみー、あめ 

 

 

 

一般聴講者の感想 

ご参加いただいた一般聴講者の声を一部ご紹介します。 

 

フラワーロス、フリースクール、グラントライティングなど知らなかった言葉があって学び

となりました。日頃、話す機会の少ない世代の方との対話、話を聴くことは多くの気づきを

得ることができ、また発散する思考にとても効果的だと思いました。 

 

このような貴重な報告会に参加させていただき、ありがとうございました。活動者の皆様が

福岡市をもっと良くしたいという気持ちを感じることができ、自分も動かなければという

気持ちになりました。 

 

各自が関心を持ったことに対し、自主的にできる活動から始める（アクションを起こす）こ

とを実際に行っていて、２０代のうちにライフワーク的に自分の気の持ちようでいろいろ

なことができるということを知るいいきっかけとなる企画だと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

フォローアップ 

後半では、"「仲間とともに暮らしをつくる」ってどういうことなんだろう？"等をテーマに、

参加者とこれまでの振り返りを行いました。プログラムを終えた参加者の皆さんの表情は

達成感と充実感に満ち溢れていました。 

 

 

 

 



 

 

 

参加者の声 

ご参加いただいた方の声を一部ご紹介します。 

 

コレクティブふくおか+に参加して、色んなことを知ることが出来ました。また、物事に対

して、自分の考え以外のことを考える良いきっかけになりました。これからも継続していき

たいので、どうぞよろしくお願い致します！ 

 

学生や社会人の方と交流することが出来て刺激をもらうことが出来ました。 

 

思索の毎日ですが、本当に楽しいです。これからも続けていきます！！！本当にありがとう

ございました！ 

 

実際に課題を知り、行動を起こせることができて、自分自身でできる環境問題対策を実践出

来たことが一歩に繋がった。 

 

短い間でしたがありがとうございました！また、支えあった仲間に感謝したいです。 

 

「社会課題を知ること自体が学びだった」というように、まずは知ることも大切だと思いま

した。 

 

コロナで大変ななか様々な企画ありがとうございました。貴重な機会になりました。参加し

てよかったです。 

 

 

 

本プログラムを終えて 

まず初めに、コロナ禍の中、無事に参加者の皆さまがプログラムを終えることができたこと

を心から感謝いたします。またコレクティブふくおか+の各チームのメンターの皆様、開催

にあたり、支えていただいた関係者の皆様、この場をお借りして、心より御礼申し上げます。 

 

"自分たちが暮らす地域や社会のためにできることって？"と考え、行動する若者たちのア

クションは、これからも続いていきますので、引き続き応援よろしくお願いします。 


